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i はじめに
ボール運動の指導lと当って，その特性から，基健技術，技能をどのよ うにとらえ，又指
導したらよい ものか等について，各種の会合で， 研究室で，幾度となく語 り合った事があ
る。その都度，一般的な言葉として， 「基礎が出来ていないからJ' 「基本技能が身につ
いていとfいからJ' 「ゲームをさせると，まとまりがない」， 「集団技能が生かされないJ,
「常K，ボールIと集まりすぎ，ボール中心のゲームになる」，等々が話題lζ上ってくる。
特iとボー Jレ運動の指導については，その発生段階から考えて，ゲームの要素をもち，なる
が故K，ゲームを中心として，プレイを楽しむ事にその特性を見出しながら指導し，学習
の展開がなされ，それぞれ立派な指導計画のもとに指導がなされ，診断，評価された結果
から，それぞれに反省し，次回への発展の為lと話し合われているものであろうと考えるも
のである。更に，ゲームそれ自体には必らず勝ち負けが伴い，その為の技術（ ＝戦術 ・作
戦）を見通す時，指導する者 と，学習者は，それぞれに望ましいゲーム展開を理想像とし
て描 きながら，不足を補う技能を，そしてねらいとする技術習得をいかに早く身につける
べきかを共々考え，努力されているものと思う のである。乙の様Iζ，日常考えられ，実施
されている事の中K，往々にして， 基礎技術，技能の概念が不鮮明なままう現象のみに目
が走札 語 られている事がしばしばではなかろうかと考えるものである。乙れらの事からヲ
本紀要第1号にも 3 その指導の一方法について私見を述べたが，ボール運動の特性につい
て考え，通動技術と技能の面から考察を試みてみたいと思う。
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IT 運動技術と技能
運動技術と技能につじごの定義，考え方は先輩学者によって各説論ぜられている所であ
るが，それぞれの学問上方向づけによってニュア ンスを異にしているものである。従っ て
小生Cとき若輩が，大上段にふりかぶって論ずるつもりは更々ないが，ボーJレ運動の特性
へのアプローチとしてこれを考えてみたい。元来， 技術は，ある目的， ある目標に向って，
それを達成するために行なわれる活動であって，目的達成lと向かつて， 一定の時間的空間
的な構造をも った活動であ る（ 注 I）とも言われている。従って3 技術は必ず，時間的経
過の中で遂行され形成されるものである。乙れを教育の中でみたとき，人間形成上の教育
では課題に対して，自己自身，又学習面の競争相手を見出した時K，それらに対する抵抗
によ って， 更に抵抗に打ちかっところに技術が生まれる。 これを体育の場からみると，体
育は，運動を手段として，運動の本質 ・課題を教育的に実現するいとなみであると考え ら
れる事から， 各種運動の実施展開に伴う各種規制が抵抗となって，各自の技術を生むもの
であると考える。即ち，運動技術というとき，スポーツ運動の技術をさすのが一般である
が，スポーツIとは，多くの種目があり，それぞれの種目 には，それぞれ特有のルールをも
っている。そのJレー ルは種目の性格を規制する。即ち 3 目的，用具，施設，人数，ゲーム
方法がそれぞれに 異なっている。 これは，その運動の特性である と言 う事が出来る。即
弘運動技術は，運動の特性を知ることから始めなければならないと考える。 特K，運動
の特性lζ関しては，スポー ツについてのみ考察するより も，指導要領（ 小・中学校）にあ
げられている， 体操，陸上競技，ダンス等他の種目と比較した方がより明確になると思う
が，継続研究として次回の課題と し，何れもに共通する実際の指導については，それぞれ
の運動を，学習者の発達段階lζ対応させて，発展的iζヲしかも発注段階におけるそれぞれ
の性格と課題をとらえておくことが必要であるという事である。即ち，一つの運動種目は，
いくつかの低い技術から成立し，低い技術の修得の結合体，又連合体が互に関連し合って
一つの技術体形を形成すると考え られる。この事をその運動過程の中の指導過程の中でと
らえると，その低い技術の中で最 も重要な技術は何であるかにか Lってくる。乙の事につ
いて，橋本正一氏は， 「運動技術の構造化 全体・分節的，中核・周辺的ーとの説明によ
って，効果的な指導過程の構成に役立つ」 と述べられている。連合体をボール運動にとれ
ば集団技術である。 集団技術は個々人の技術が， 共通の目標であるゲーム展開上にどう作
用するかによって決る技術である。乙の技術は，チーム構成員が多く とEればなる程内容的
に複雑になるが，指導過程の中では，ゲームの仕万をはっき り位置づけておく 事が全体技
術向上のために必要な事であると考える。即ち，ゲームの仕方（目標技術）→乙れをやっ
てみよう（ 着眼点）→考える技術（イ メージ） →実施し，体得した技術→実現された技術
である。乙のように考えていくと、運動技術は運動目標であり， 又，技能は目標を達成す
る為の能力であると考える事ができる。
（注I) 文献 I）を参照
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][ ボール運動の特性
運動の特性をとらえる場合に，一般にとられている立場は，それぞれの運動の発達えの
影響のしかたの相違，および生活との関係における特性である。 ある運動は，体力の中の
特に筋力や瞬発力の発達に役立ち，ある運動は，特に，持久力の発達に役立つ，と特徴づ
けられたり，一人でも，数人でも，あるいは狭いところででも行なうことが出来るとか，
レクリェーションとして，生活の中で活用することが出来るなどというように，生活との
関連において，それぞれの運動の特性を取り上げている。こ れは， 運動の効果に着目 した
特性のとらえ万であり，乙の観点からみれば，ボール運動は，体力の中でも，特に， 調整
力の発達に役立ち，敏捷性や巧ち性を高めることができるし，比較的激しい運動を長く続
けて行伝うので，筋力や持久力を維持したり，向上させたりすること にも役立つものであ
る。しかも興味をもって，積極的に行われるので，この面の効果も大きい ものである。ま
たこの活動を通しての運動技能を身につけることによって， 現在のみとEらず，将来の生活
の中でも，その運動を活用する場が多いので，相手の立場を尊重し，ルーJレを守り，協力
するなどの社会的な態度や，行動のしかたを身につけさせる乙とも期待できる ものである。
乙の様江立場から，ボール運動の特性をとらえれば，体育の目標にも 関連し， 更に指導の
万向をも与えるものであると考えられる。これらの点から，ボール運動が他の運動と比較
した時，それと異なる主な特性は何かの一面からと，ボール運動自体のもっている本質的
な特性の一面からを，運動技術，技能との係わり合いにおいて， 実際面への生かし方，将
来の生活への展望等考慮しながら，具体的な指導方法を以下に述べてみたいと思う。
1. ボール運動が他の運動と異る特性
乙の特性については，北海道女子短期大学研究紀要第 l号に，小生がその考え万の一部
を述べたが，更に，関四郎氏（体育科教育第21巻第12号）が述べられている事に全く意を
同じくする者である。そもそも，ボール運動は，その発生段階からみて自然発生的にゲー
ムの要素を もって発展して来たものと考える時，学校教育，中でも体育教育においては，
乙れを身体教育の手段，方法として取 り上げ，スポーッ教材そのものを， スポーツのもつ
人間形成の過程を教育的に配慮し， 計画的な指導を加える事によって到達し得る技術段階
色身体運動ばかりでなく，精神的機能を も含めた上で，後の生活設計に役立てようとす
るものである。この点から，ボール運動が他の運動と異る特性の一つは，＠，ボ－1レを取
扱いえEがら競い合わせるゲームである事である。ボール運動には， 色々な種目があるが，
乙れを，体育教材と して，中学校学習指導要領にもられているものをみる と，バスケット
ボール，ハンドボール，バレーボール，サッ カ一等の種目をみる事が出来る。乙の何れの
種目をみても，その各々について，ボールの大きさ， 重さ，形が異るばかりでとZく，その
取り扱い万も種目によ って様々である。しかし，何れにも共通している事は，ボールを取
り扱いながら・（ボールを媒体として）得点を競い合 うゲームである事である。そして更に
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その取り扱い万法が戸手だけのもの，足だけのもの，同一の場で，相手チームと入り乱れ
て得点、を競うもの，場をへだてて得点を競うもの，同ーの場を交代しながら得点を競う も
の，手の代りに，他の物を操作する事によって （他の物体の操作により）ボールを扱うも
の等に分けられる。更にこれら各種目を分析すると，ボールの取り 扱い方の異ぽりが何れ
もゲーム形式に応じて， Jレー ルの規制を受けて様々とE扱い乃が要求されている。いわゆる，
運動技術，技能が要求されるという特性をもっている。又，乙の取り扱い方を， ボールコ
ントロール技能の系統でみていくと，大別して，手で操作するものと，足で操作するもの
に分けられる。前者の手で操作する ものには，投げる，捕えるの種目があり ，これには，
バスケットボール，ハンドボール，小学校教材としてのドッデボール，エンドボール，ポ
ートボールがあげられる。何れも子で扱い，捕み，投げる動作が中心となっている。その
投げ方，捕み万について，バスケットボールを例にとると，静止の場での捕み（両手，片
手〉投げ（両手，片手），場を移動しながらの捕み，投げ，更に相手がついた時の捕み，
投げが手の操作の困難さと伴って，身体調整の必要を要求される。いわゆるボールコン ト
ロールと，ボ、ディコン トロ ールの技能である。バスケッ トボールばかりでなく，他の種目
についても同様の事が言えるのかもしれない。又，手で操作するも の中に，打つ種目をみ
る事が出来る。野球，テニス， 卓球，バレーボール等がそれに入る。バレーボールを除い
て，他の何れもは， 手にした物体によ ってボール自体を打ち，より相手より遠くに、しか
も一定の範囲内に打ち返すものである。これは，子で直接操作するものより，高い技能を
必要とする。しかし， 手自体で操うボールよりも，物体に当たり，はね返るボールのスピ
ード又 当てる 乙とに興味がもたれ，比較的容易に実施され易い一面をもっている。又，
バレーボールは，サービス・スパイクを除いては打つ範ちゅうに入るか否か凝聞を感んず
るが， 手から瞬間的にボールをはじき返す，又，腕にてはじき返す点を強調すれば，打つ
種目に入れでもよいのではZいかと考える。特にバレーボールでは，せまい場所にて短距
離から打ち込まれるボー 1レをはじき返す事から，ボディ コントロールと，ボールの方向に
対する瞬間的伝身体機能の支配をより強く必要とする事から， 高度の技能を必要と される
ものである。 一方，足でボールを扱うものとして代表的なのはサ ッカーである。サッカー
はボールを蹴ることが中心で、あるが，止っているボール以外は， 動いているボールを止め
又止めないまでも蹴り得るスピード迄ボールの動きを弱める技能を足で行うこと＼ 手以
外の身体各部でのボールを扱う技能もとられている。この様K，ボーJレの取り扱い方，そ
の技能を中心と してみる時，ボールコ ントロ ールからボディコ ントロールへの技能の系統
であるとの見方が出来，他の運動との比較において特性といえるが，更に，これを実際の
ゲーム展開からの技能構造からみた場合，必ずしも適切な類型化とは言えないかもしれな
い。従って，他の類型方法として，スポーツ的性格をもち， プレイする事から要求され，
創造される技能を考える時，ゲーム形式による類型の方法がある。＠ゲーム形式による類
型，ゲーム形式とは， 各種目毎に，コート，人数 （対する相手 ），どの様に競い合うのか
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という事である。これについて，各種目のゲーム，相手との対立関係，場の構成上からみ
ると三つに分けてみる事が出来る。即ち，①同一コー トで，攻守別々に行なわれるもので
ある。これには，野球，ソフトボール，等の野球型にみられるものと， ②ネットを中心に
両チームが別々に分れて相対戦するもので，乙れには，バレーボーJレ，テニス，卓球等が
ある。又③同一コート場で，両チームが入り混ってゲームをするものとして，バスケ ット
ボール，サッカ一等があり，それぞれ，ゲーム関係において特徴をもっているものである。
更に，乙れら，特性としての分類から，それらのー，二について指導の一方法について
述べてみたい。
2. ボール運動の特性から、その指導法
ボール運動自体が持つ特性はその概要を前述したが，技能構成の特性からこれらの指導
方法についてふれてみたい。ボール運動の技能のしくみを大別すると， 個人的技能と， 集
団的技能に分けられる。個人的技能はゲーム構成上の部分的な技能である事には違いない
が，その練習，技能習得過程において，ゲームに適用しない技能であってはならない。即
ち「生きた技能Jでなければなら江い事である。 ζの点を前提として，ボール運動に共通
する集団的技能への発展段階のその過程として，個人的技能をとらえておく事が必要であ
る。乙れについて，申学校学習指導要領の指導課程によると，①初歩の段階， ②進んだ段
階， ③さ らに進んだ段階の三つの段階について指導の過程をのべている。初歩の段階では，
集団技能のねらいとして，その技能のしくみ，即ち，チーム内の昧万が協力して，共通の
ねらいを果たすしくみで，ボールをもったチームが， 得点、をあげるために行う攻撃の技能
ι相手の攻撃の動作をくいとめるための防御の技能，いわゆる相手と味方とが，どの様
な状態をつくればよいかの関係を理解させ， o相手伝しで，相手を予想したプレイ構成，
o相手をつけたプレイ構成， o同数の相手をつけたプレ イ構成の個人的技能と集団的技能
の関係を考え，指導，練習をさせる事が第一段階である。乙の第一段階から，②の進んだ
段階においては，全体の技能の系統と，ねらいに応じた技能のしくみを理解させ，相手な
しで，少人数でのプレイ をさせる。ゲーム場面を予想した組み立ての練習， 0同じ方法で，
相手をつけての組み立て練習，o全体を見通した中で，場所をかえて，これを使いかえ，
分ける，組み立て練習へと入り，更に， ③のさらに進んだ段階へと発展させる事である。
乙の段階になれば，全体の集団的プレイの見通し も或る程度出来るので，その見通しをふ
まえた上で， o個人的対人的技能， o少人数のコ ンビネーションプレイ の組み立て＝相手
伝しで実施した後，相手をつけての実施， o全員による集団的技能を，相手をつけないで
予想して行ない， その後，相手をつけて実施する万法へと展開して行くことである。乙の
三つの段階の何れにおいても，各項目について，毎時間，循環的にとりあげて実施する事
が適当で，或る特定の事のみに長時間かける事は好ましい方法ではとEし、。文，段階に応じ
た集団技能のとりあげ万は， 当然の事として，技能の初歩的なもの （ニゲーム構成で最も
中心的な技能とえEるもの）から，より高い技能過程へと順序に組み入れられなければな ら
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ない事は当然でありそれを前提としての事である。従って，さらに進んだ段階では，相手
も強くなっており，より一層安定した対人技能（個人技能）を身につけない限り成果を上
げる事が出来ないからである。 ζれらの段階に立って，前述したゲーム形式による類型化
した 2～ 3の種目について考察すると，先づ，同一コートで，攻守交代で行なわれる野球
型では，はじめから攻撃側と防御側に分かれ，攻撃側は交代で打者ととより，パッティ ン
グとベースランニングによって得点、をあげる乙とを目的とするのに対し，防御側は， 相手
の打者をうちとり，ベースランニングを阻み，ホームベースにもどることを妨げる事をね
らうものである。投手は打者に対し，又野手も打者l乙対して，如何に打球を受けとめ， 打
者をアウトにするか，又走者lζ対して進塁を阻ひかに全力を傾ける。乙の為の技能として
は，補球，投球，その為のボディコントロー Jレ，チーム聞のカバーリングの精神的支配が，
乙れらのゲームを左右してくる。従って，補球の仕方，相手の攻撃に応じた守備位置の移
動，ボールの飛来位置に応じたすばやい動きゃ，チーム聞の補助的動 き，ボール補球後の
処理等の諸技能が要求される。乙の面から見ると，野球型は，攻撃，守備とわけで練習す
る事によって効果をあげる事が出来るものである。従って，個人的技能の優劣がゲームを
左右すると言って もよし、。又，攻撃側からみると ，投手の投球に対して，如何にバットに
当てるかの技能からはじめられる。即ち， 9人の守備相手に対し立ち向うのは打者 1人の
みである。これに対して，投手は色々な投球をなしてくる。その投球をパット lζ当て，守
備の聞かくをついて送球される以前に，より速く塁lと生きる乙とが要求されてくるもので
ある。乙の為の個人的技能が得点を左右し，ゲームを支配すること にもなる。これらの指
導としては，出来る限りボール等の用具を多くし，近くからの投球，正確な補球姿勢（正
確な投球姿勢への係わり会いわこれに伴うボディコン トロ ール， ボールとの位置感覚指
導上，ボー Jレから 目を離さぬ指導等の初歩段階と，さらに進んで， 遠い所からの投球，補
球の各技能，高く上ったボール，直線的に飛来するボール，地上にころがるボール，それ
に対処する身体機能，そして返球し得る投球フ ォーム，バランス等の各技能を段階別に取
り扱う必要がある。一方打者についても，ス ピー ドのないボーyレから除々にスピードある
ボールの打ち万への発展， 更に変化球に対する打ち万， （足の位置、腰の回転，パ ットの
振り方等含めて），近くへのころがし万，遠くへの打ち万 （戦術的要素 ）等についての技
能習得と，その指導，練習が必要となる。 さらに進んだ段階としては，チームゲームを通
しての形となるが，ボールゲームの性格上，特に最近はマスコミ の影響で，学習者は技能
分析（ゲーム分析といえるかもしれないが）の批判力があり，本能としての投げ，打ちの
技能を誰しも有している事から，初歩的段階からゲーム形式を通じて基本技能の学習課程
に入る事も容易であると思われる。と同時に批判力を利用しての考える技能（イメージト
レーニング）から実施する技能への過程をへる事 も技能向上の一方法であると考えている。
次K，ネッ トをはさみ相対してゲームを展開するものとしてバレーボールについて考えて
みると，これは， 得点すべきゴールがコート全体である事で，相手からの打球（ 返球，送
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球〉を，コート内l乙，ボールの位置から考えて放射状に守備し，更に，スパイクの攻撃に
は，ブロックで対立し，守備の強化をはかりながら，他の数人iま，やはり放射状にて更に
二段構えの守備を行うものである。これらの守備については，ボールiζ3回しかふれられ
ないルールから，より有効な攻撃展開の為の強力えよスパイクを考えたり，守備体制の固
まらない聞の攻撃の為のクイックアタック等を技能として工夫しているものである。乙れ
は，守備側が強化され〉ばされる程，その攻撃には多彩な技能が要求され，ゲーム組み立
ての必要が迫られる特徴をもっている。この指導に当っては，この形のボー Jレ運動は，身
体の動きを相手から直接lζ妨害されることがないので，個人的技能も集団的技能も，はじ
めは，相手と関係なく練習しでも効果をあげることができる。即ち，初歩的段階として，
パスや卜ス等を，味方チームの集団としての技能を生かせる様K練習し，次I乙，相手の攻
め万，守り方l乙応じて，各種の攻防ができる様に練習する事が要求される。何れにしても，
チームゲームであるという事は，その特性として，まとまりをもち，相互に助け合ったり，
励まし合ったり，役割を理解し，互に責任を果たしたりすることが必要とえよってくる。そ
の為には，お互をよく知っている事が大切である。特lζ，技能的特徴，ねばり強さ，ゲー
ムでの積極性等については，ミュンヘンオリンピックで世界ーとなった日本チームも， 1 
つには， トスを上げる者，スパイクをする者共々に，今自分が行う動作の，チームの次の
動作，きっかけととfる事を自覚し，前者は味万の打ち易いボールを上げる事に専念し，一
方，スパイカーは，上ったボールは如何なるボールでも打ち込む気力と対処し得る技能を
もってスパイクしていたと，松平氏が述べている。それが，たとえ，まずいトスであって
も…・・・…と，このチームワーク， EK互をより知り 合っている事が，技能水準を高め，よ
り高い技術を生む事である事を教えているものと思う。乙の点から考えると，予め決めた
チームを中心として，学習を続けさせる様にした万がより効果的であるとも言える。特に
学習者のチーム構成は，なるべく等質グループとし，努力すればゲームに勝てる。勝つ為
のより高い技能，戦術（作戦） I乙合う技能の考案が，学習者みつ’からに芽生え，乙れが段
階が進むにつれて自主的な学習活動へと展開されていくであろうと考え，乙れらの配慮の
必要性を述べるものである。文，テニス，卓球等については，相手とボールを打ち合う技
能が重要であるから，各種の打ち方を身につけてから，相手l乙応じ，それを生かせる様に
する事である。従って，打ち万については，ラケットを媒体としてボーJレを扱う事から，
ラケット自体を，手で扱うボー Jレ運動と同様に，ラケットそのものが子となる感覚をつか
ませる初歩的指導段階がより重要になってくるものである。又，同様にフットワークを含
むボディコントロー Jレ，ボーJレ飛来万向と落下点，打ち返す迄のボールの伸びをみる選球
眼等が学習過程として特に基礎技能習得過程として最も大切な事の一つであると考える。
又，乙の種目は，二人で直接ボー Jレを扱うことが出来ることと，身軽に，しかも軽度な運
動である（実際には違うが〉との概念から，一般的に関心が高く，又高いが故にやり易く，
興味を引き出し易い事も手伝って，計画的にとり上げ，余暇活動の一環として指導する事
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によっても，個人的技能を高める事になるものと考える。更に，同一コート内で相手，味
方入り混ってプレイされるものについて考えてみたい。乙の種l乙はノてスケットボールとサ
ッカーが主な型の種目である。両種目共ボール保持者は，接近して妨げられ易いし，受け
手も中断され易いなど，ゲームにおいては，個々人の技能は勿論，味方同志の緊密なチー
ムワークを必要とされるものである。バスケットボールでは，その特性から相手の身体に
触れること，ボールをもって 2歩以上歩くことを禁止しているし，サッカーでは，手でボ
ールを吸えない（ゴールキーパーを除き）等何れもかなり困難な技能を有している。文，
サッカーは，ゴールが大きい割にはシュートが入りにくいし，バスケットボールでは，ゴ
ールキーパーは居ないが，ゴールが高くて小さいので得点する事はとZかなか心づかしい種
目である。それだけに，相手の対立をいかに避けたり，破ったりしてシュートに結びつけ
るかの手段が工夫され，乙れが個人的技能，集団的技能を構成しでものである。乙の両種
目共，シュートが第一で，ついで送球法のドリブJレ，パス，サッカーではトラップ等が行
なわれる。乙れらは 1人で十分練習出来，回数を追う事によって，個人的技能が身につき，
意欲を高めさせる事にもなるものである。乙れらを技能構造によってバスケットボールに
ついて考えてみると，集団的技能と個人的技能は次の様に構成される。
「 1人の速攻
速攻法→－ 2線、 3線の速攻
」側線速攻
攻撃
遅攻
???? ?? ??????「 ー
?
?
集団的技能
「対人防御
「後退防御法-l
｜ （消極的防御法） 」地域防御
防御汁｜ 「対人的オールコートプレス防御
L積極的防御法-l
L地域的オールコートプレス防御
パス一一パス各種（キャッチ）
「スタート、ストップ
ドリブル→
L相手を抜くドリブル
個人的技能
「セットシュート
トジャンプシュ一ト
ンュー 「一寸
巴 トランニングシュート
」ドリブルシュート
「ダッシュ
フットワーク→」クロスステップ、スライドステップ、ホッピンクずステップ
（中学校保健体育指導資料第 1集球技の指導P28 ) 
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即ち，技能構造としては，チームがボールをとって相手コー Jレに投げ入れ，得点をあげ
るための技能と，ボールをとられたチームが，相手ボーJレを奪い返して得点をあげるのを
妨げる技能とに分けられる。ボールを保持したチームが，有効なシュー トを決めるために
は， ゴールが高くて小さいので，できる限りゴー 1レに近づいてシュートする方がよいし，
同時に相手に妨げられないでシュートする機会をつくる必要がある。ボールをとった位置
がすぐシュートできないと乙ろであれば，相手の妨害をきけながら，味万が協力してコー
ル近くまでボールを運び 有効なシュートチャンスをつくらなければならなL、。この様な
過程を集団内で有効に果たすしくみとして工夫された技能が攻撃の技能である。一方，ボ
ールをとられたチームが相手の攻撃をはばみ，シュートを成功させない様にする為にボー
jレ保持者を守ると同時K，他の相手にもボールを渡させないようにするために， 1人づっ
防御する相手を決めたり，地域を決めたり，協力して守るしくみとして工夫された技能が
防御の技能である。この様な技能は，互に相手に対するものであって，相手と味方の状態
によって使い分けるものである乙とと，それを果たす為にこれに係わるチームの個人個人
がそれにふさわしい技能を必要とする乙とが含まれている。この様な技能構造と，その特
性から，段階別に乙れをみると，バスケットボールの諸技能は，その構造が集団的であり
同時に対人的であり， しかも入り混って相手との聞で妨げたり，妨げられたりする中で行
伝われるため，場面が復雑である。したがって，その基本とえ£る構造を理解させつ入ゲ
ームへ発展させなければならない。また，集団的技能は，個人的技能と密接に結びつかな
ければならないので，個人的技能も段階をふんで高める必要がある。しかも，学習者の発
達状態によっては，初めから学習させにくい技能も多く含んでいる。これらの事から小生
が本記要第 1号のバスケットボールの指導例の中で述べた「ながら～」の指導過程をふみ
ながら段階別の学習をさせる事がより必要となってくるものである。従って，初歩的段階
では，集団的技能を習得させながら，個人的技能を身につける乙とに重点、をおき， ボー Jレ
を扱う攻撃の技能l乙力を入れる事が要求される。なかでも，パスを回しながらシュートに
結びつける技能を中心とし，ボールキープの安全性を高めさせることである。従って，乙
の段階でのゲームを主体とした攻撃技能としては あいている味方へのパスワークプレー
とその防御（フットワーク）が主体となる。進んだ段階では，味方同志が積極的に協力し
て，攻めたり，守ったりする技能を中心とし，対人防御と，それへの攻撃ができる乙とを
ねらった技能を身につけさせる乙とである。即ち，ゲームとしては，カットインプレイや
ポストプレイによる攻撃と， その防御によるゲーム運びと，速攻とその防御によるゲーム
運びが要求される。これは，集団技能面からみると，パスアンドランであり， リターンパ
スからのカットイン，相手の動きに対して，各方面へ短いパスや長いパスを送り攻め込む
事がその技能となり，これを支える個人的技能には，各ポジションでの安全なボールのも
らい方と防御，動いたり，止まったりしている中でのパス，キャッチ，スピードや方向を
かえたカットインから， ランニングシュー卜，セットシュートとフォローアップ， ドリブ
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ルカットイン，ピ'1てットシュート等が乙の段階での内容となる。又，さらに進んだ段階で
は，チームとして，や〉組織だった集団技能による攻撃や，防御ができる乙とを中心とし
て組み入れると同時K，一つの攻撃を成功させるためのしくみも，いくつかの技能を組み
合わせてもつかえる様になる事に重点をおく（＝作戦，フォーメーションプレー），しか
も，これらの段階でも，技能面では簡単芯ものから複雑なものえと発展させる様 組み入
れる事は勿論である。従って，乙の段階では， 2～ 3人の協力によるプレーの組み立ても
理解出来，その方法もわかり，相手との関連から，どうすればよいかがわかって， 具体的
K使いこなせる技能も身についてきているので，チーム内で相手チームの状況によって無
駄芯く適切位協力的プレ イを使って，よい攻めや守りが出来る様K学習活動を進める必要
がある。以上，バスケットボールについて，総花的であるが一応段階別のとらえ万で述べ
たが，これが実際の指導とぼると，学習者の生得的素質の差，体育学習に対する考え方の
差，性格，環境等によって非常な困難を伴う事は，小生の経験からも言える事であるが，
特にバスケットボールは，習慣のゲームと言われる程，一つ一つの技能段階が，無意識
の内にも， 文，反射的にも出てくる程練習の積み重ねが必要である事を痛切に感ずる
ものである。一方，サッカーについても，傾向， 万法については， バスケットボールと非
常によく似ている事と，しかも，男子のみの種目である点，バスケ ット ボー Jレよりも比較
的指導し易い一面があるのではなかろうかと考える。如様な事から，紙面の関係もあって
考察はしているが次回にて述べる事にし省略致し度い。
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以上，ボール運動の技能指導について，下記に述べる参考文献により私見を述べたが，
浅学非才な為その意をつくせず今後ますます勉強の機会をつくって参り度いと思っており
諸先輩の御叱責，御助言 ・御指導を切に願うものである。特にボール運動は多種目に亘り
他の運動種目からみる時，その特性は明らかであ るが，ボール運動の各種目をみる時又各
々にその特性をも っているものである。しかし， 一般的に親しまれ易い事から広く 社会人
にも愛され， 実施されている事は大変よろ乙ばしい限りであり，特に学校教育を終えられ
た社会人ir，生涯教育の面から， 生涯体育えよどの気運が強い事も手伝い， 個々人には相当
に高いレベルでの技能面を知的理解と して有してお り，それが，若年者の学習者に も浸透
しているが故に逆に基礎技能のと らえ万の巾を広くし，指導に困難さを増さしめていると
も考えられるのである。今後乙れらの事をふまえて，技術，技能の考え万と，対象による
指導についてより一層研賛を深めて行きたいと考えている。
長
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